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町の動き(10月l日現在)男4，958人(+9)女5，545人(+7)計10，503人(+16)世帯数3，275(+5) 
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向
井
川
橋
整
備

• 
茶
堂
団
地
建
設
な
ど

平
成
三
年
度
の
九
月
定
例
町
議
会

は
九
月
二
十
五
日
開
会
し
、
消
費
税

法
の
改
正
に
よ
る
使
用
料
の
改
定
、

平
成
二
年
度
決
算
、
平
成
三
年
度
補

正
予
算
な
ど
二
十
五
議
案
等
を
審
議

し
ま
し
定
。
平
成
二
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
会
に
審
査
を
信

託
さ
れ
ま
し
だ
ガ
、
そ
の
他
の
案
件

に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

九
月
二
十
七
日
開
会
し
ま
し
だ
。

補

正

予

算

向
井
川
橋
整
備
工
事
な
ど
、
総
額

三
O
四、

一
七
四
千
円
の
補
正
総
額

と
な
り
ま
し
た
。

般

会

計

補
正
総
額

三
O
四、一

O
三
千
円

累
計
総
額
三
、
四
六
九
、

O
七
六
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

O
行
政
財
産
管
理
費
一
、
一
一
五
千
円

。
老
朽
化
に
伴
う
有
線
放
送
電
話
施

設
維
持
管
理
費

五
、
三
五

O
千
円

。
電
子
計
算
費
(
第
三
次
シ
ス
テ
ム

導

入

)

四

、

五

九

八

千

円

。
海
上
樋
ノ
口
線
測
量
設
計
委
託
料

五
、
五

O
O千
円

。
旧
滑
川
清
掃
セ
ン
タ
ー
残
灰
、
乾

電
池
処
分
及
び
焼
却
炉
解
体
整
地

-， ， 

てら?-.~ ....，-~~.;;..~~~~~-
一}申ι品事調~~圏一也ム' ー・抱一一

新しく自動車専用橋(幅員5m)が建設される向井川橋

今までの橋は、自転車・歩行者専用橋となる

/〆
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g月25日

27日

工
事
費

三
三
、
七
八
九
千
円

。
川
内
町
農
産
物
加
工
特
産
品
開
発

事
業
補
助
金
ほ
か

一、一六
八
千
円

。
愛
媛
県
高
能
率
生
産
体
制
整
備
事

業
費
補
助
金

三
、三
三
二
千
円

。
井
内
中
野
地
区
地
質
地
下
水
調
査

業
務
及
び
測
量
設
計
委
託
料

八、

一
O
O千
円

。
林
業
費
(
し
い
た
け
生
産
活
性
化

対
策
事
業
費
補
助
金
ほ
か
)

三
、
八
六
四
千
円

。
向
井
川
橋
整
備
工
事
関
係
費

九
四
、
五

O
O千
円

。
天
神
鳥
の
子
、
西
中
村
西
組
線
工

事
請
負
費

一
O
、
O
四
O
千
円

。
住
宅
費
(
茶
堂
団
地
建
設
事
業
費

ほ

か

)

八

O
、
五
九

O
千
円

。
消
防
設
備
費
(
道
向
、
狩
場
地
区

防
火
水
槽
工
事
費
ほ
か
)

九
、
一
五
一
千
円

。
中
央
公
民
館
冷
暖
房
設
備
機
械
取



替
工
事
費
三
、
七
二
八
千
円

。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
(
狩

場
線
ほ
か
)

一
O
、
七
一
四
千
円

。
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

一
五
、
六
七
七
千
円

鱒
揚
水
道
特
別
会
計

消
費
税
不
足
に
よ
る
補
正
額
七
一

千
円
で
、
累
計
総
額
一
六
回
、

O
七

一
千
円

般

議

案

消
費
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
僅
用
料
な
ど

引
き
下
げ

使
用
料
条
例
の
改
正

消
費
税
法
の
改
正
に
よ
り
十
月

一

日
か
ら
幼
稚
園
入
園
料
、
火
葬
料
、

町
営
住
宅
家
賃
を
非
課
税
化
す
る
ほ

か
、
そ
の
他
有
線
放
送
電
話
使
用
料

な
ど
の
公
共
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
消
費

税
相
当
分
を
引
き
下
げ
、
使
用
料
等

の
適
正
化
を
図
る
も
の
で
す
。

(
三
年
十
月
一

日
施
行
)

火
葬
料
(
町
補
助
)

幼
稚
園
使
用
料

二
、
O
六
O
円
↓
二
、

0
0
0円

四、

一ニ

O
円
↓
四
、

0
0
0円

一、

O
三
O
円
↓

て

0
0
0円

/ ， ， 
f 
〆J

町
営
住
宅
家
賃

第 第
区

種住宅 種住宅
分

茶堂南
天 保 寺 下

茶堂南
天 保 下

干申 免 山 沖 ネ申 免 沖
団

四
二九 五九 四七 三五 二九 一五 一五 二五 一九

地

八号住宅
四号
八号住住宅号 六住宅号 四号住宅 二号住宅 四号住宅 号住O住宅号 五住宅号 四宅号住 号住四宅号住 八号住宅 八号住宅 O 号住宅 四宅号住 八号住号住宅 八号住宅号住

号住宅住宅か号住宅か 宅モ住王か 宅号住か 宅号住か 号住宅か 宅号住か 宅下住王か 宅ち住王か 号住宅か 号住宅か 号住宅か 名宅か 宅か 宅か 宅か 宅か
まら ま ら まら まら まら まら まら まら まら まら ま ら まら まら まら まら ま ら まら
で で てる てる で で で てる てる ても で で で で で で で

戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当 戸当
家

ーた た ー た Tこ Tご ー た た Tζ た た ?と ーた た た た た 7ご
一り 四 り 一り J¥り J¥り ~り 五 り 四 り ~り 四 り = り 三り 九 り ハり ~り 五 り 四 り」ノ4、、 、 、 、 、 、 、 、 /、、 、 、一 、一 、 、 、 、 、
Oカ Oカ Oカ 三カ Oカ 五カ 三カ 七カ Oカ 三カ 七カ Oカ 七カ 六カ 二カ 四カ 六 カ
O月 O月 OO 月 O月 OO 月 OO 月 O月 OO 月 OO 月 O月 OO 月 O月 O月 OO 月 O月 O月 O月 賃
O O O O O O O O O O 
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
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(
四
年
四
月
一
日
施
行
)

単
独
回
線
一
回
線
に
つ
き
毎
月

八
、
三
四

O
円
↓
八
、

0
0
0円

電
柱
広
告
一
本

一
件
に
つ
き
年
額

五一

O
円
↓
五

O
O円

有
線
放
送
電
話
使
用
料

電
話
番
号
一
個
に
つ
き
毎
月

八一

一O
円
↓
八

O
O円

放
送
料
金

内 内
に力日 に加 力日
住入

住所者入
入
区 l

所者 者
を以 を以
有外 有外
しの すの 分
な者 る者
いで 者で
者 町 町

そ 商 そ 商 そ 商 放

の の の
送

他
業
他
業
他
業

の
の
放
の
放
の
放

放 放 放
種

送 送 送 送 送 送
類

金 l、 、 、 、

O O O O 五 五
O O O O O O 
O O 。O O O 

額円 円 円 円 円 円

中
央
公
民
館
の
使
用
料

第 第 第 第 第 第 第 第 料 大 使
理 ホ 用

学習室
ザ室A習主4与与 d議室ヱcミh J議室エ主ミご JZ合"ご 平日 平日 手口

実
区

議室 室 室 室
習室 ノレ 分

午午、

O 五 O O 五 五 五 五 O O 
O O O O O O O O O O 正九前
O O O O O O O O O O 午時J 

円
使

後午午、

O 五 O O 五 五 五 五 O O 午後一後
O O O O O O O O O O 
O O O O O O O O O O 五時時1 

円
用

一 四
午後 夜

五 五 五 七 七 七 五 五

午後十時 五時1 間O 五 O O 五 五 五 五 O O 
O O O O O O O O O O 

円

九
市ヰ

四 四

後午 午前九 昼間
、 、 、 、

O 五 O O 五 五 五 五 O O 
O O O O O O O O O O 
O O O O O O O O 。O 五時時J 

円

第
三
学
習
室

美
術
工
芸
室

視

聴

覚

室

一、

0
0
0

一
、
0
0
0

一、

0
0
0

一
、
0
0
0

一
、
0
0
0

一
、
0
0
0

一、五

0
0

一、五

0
0

一、五

0
0

三、

0
0
0

三、

0
0
0

二一、

0
0
0

川
内
中
学
校
夜
間
体
育
施
設
使
用
料

五一

O
円
↓
五

O
O円

川
上
小
学
校
屋
内
運
動
場
使
用
料

利一用 競技場
用の 競技 使

場合場全
用

の二 区

場合分の 面利 分

ムノ、 J 午前午
O O 正八
O O 三時 」目ム日

円 午十分

午後J 後一午 午

使

←1¥ ¥ 

O O 
O O 時後
円 五
時

用

四 !¥ 
後'時Ji 後六午 夜O O 

O O 時間
円

市ヰ

午後1午有信三 昼間
、 、

五 O 
O 
O O O 
五時十分円

老
人
憩
の
家
の
使
用
料

二、

O
六
O
円

v
二、

0
0
0円

三、

O
九
O
円
↓
三
、

0
0
0円

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
使
用
料

特
定
個
人
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

一
回
一
日
に
つ
き

一、

O
三
O
円
↓

一
、
0
0
0円

福
祉
館
使
用
料

パヱ与ミ 教 使

議
育娯楽室

用

区

室 分

z蒔正午 午前
、 、

O O 
O O 
O O 
円 円

使

主午、 、。O 
O O 

轟時 後O O 
円 円

牛車時午誓昼閥

用

、 、

O O 
O O 
O O 
円 円 日時

料

主夜、 、

五 五
時高王L 間O O 

O O 
円 円

多
目
的
集
会
施
設
の
使
用
料

4 

一、

O
三
O
円
↓
て

0
0
0円

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー使
用
料

小競技場 大競技場

部分使用 全面使用 部分使用 全面使用

その他で
利団体用 での

その他で
利団2分体用ての揖のl技以場場下合のを 利場団体で

区 分

利用の 利場用合の 用の
場合 場合 メ仁合3、

200円 300円 300円 300円 600円 182時時3佃0分分から

200 300 300 300 600 1137時時0削0分分から

300 400 400 400 800 2180時時仰曲分分から

300 400 400 400 800 2220時時G制O分分から

1，000 1，500 1，500 1，500 3，000 187時時3曲0分分から

一階小競技場 一 階大競技場 摘 要

都
市
公
園
使
用
料

影画う業
類すに庖売そ

輿業、等真写 とし
の、て るも 他の

撮映行
のこ
れ

イ牛 イ牛
bこ
てコ てコ
き き

O O 五

O O O 

円 円



O
川
内
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

準
則
改
正
に
伴
う
一
部
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

O
農
地
農
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
等
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

補
助
を
受
け
、
治
山
事
業
を
行

う
た
め
の
改
正
で
す
。

O
松
山
衛
生
事
務
組
合
規
約
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

改

良

が

進

む

市

場

吉

久

線

~ 
O
松
山
養
護
老
人
ホ

l
ム
事
務
組
合

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O
松
山
広
域
福
祉
施
設
事
務
組
合
規

約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

以
上
三
件
の
一
部
改
正
は
、
組

合
事
務
所
を
松
山
市
役
所
か
ら
旧

松
山
地
方
局
に
移
転
し
た
た
め
の

改
正
で
す
。

O
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
に
、
佐
伯
清
明
氏
(
霊
日
田
)

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た。
O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
に
、
大
西
良
温
氏
(
吉

久
)
を
、
推
薦
(
再
任
)
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

O
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

旧
林
業
試
験
場
跡
地
と
高
速
道

路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
側

道
用
地
を
、
町
道
用
地
と
し
て
交

換
す
る
も
の
で
す
。

O
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
対
す
る
負

担
に
つ
い
て

川
内
北
地
区
県
営
圃
場
整
備
事

業
に
要
す
る
事
業
費
の
一
部
を
町

が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

O
高
速
自
動
車
道
周
辺
整
備
対
策
事

業
保
免
農
道
改
良
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

¥

幅

員

四

メ

ー

ト

ル

一
改
良
延
長

三

一
五
メ
ー
ト
ル

/
舗
装
延
長
三
二

0
メ
ー
ト
ル

三
八
、
八
三
一
、

0
0
0円

。
平
成
二
年
度
地
方
改
善
施
設
整
備

事
業
市
場
吉
久
線
道
路
改
良
第

て
二
、
三
工
区
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
一
工
区ム
七
四
回
、

O
O
O円

第
二
工
区

三
四
五
、

0
0
0円

第
三
工
区三
、
一
回
二
、

0
0
0円

そ
れ
ぞ
れ
の
設
計
変
更
に
伴

ぃ
、
請
負
契
約
を
変
更
し
た
も
の

で
す
。

O
平
成
二
年
度
川
内
町
一
般
会
計
及

び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

簡
易
水
道
の
各
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
へ
付
託
し
、
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
第
八
次
治
水
事
業

及
び
治
山
事
業
五
箇
年
計
画
に
お

け
る
投
資
規
模
の
確
保
に
関
す
る

発
議
二
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

1 M1B回文化祭開催 寸言3回自猪の滝まつり7
十刊月8日-10日 ご案内 iff月3日 ご案内 i
i 広く町民に文化活動の機会と発表の場を提供 i 四国の山々も紅葉に染まり、深まりゆく秋の 1 ¥ 
} し、文化活動への意欲的な参加を促すとともに、 ) 日を川内町白猪の滝まつりに、ご家族お揃いで、お}

{川内町の文化の創造と発展に寄与することを目的{出かけ下さい。みんなが楽しめる催しを用意して i
) とした、第四回川内町文化祭が11月8日働から10)お待ちしております。)

j日(献での3日間川内町中央公民館を主会場に開 10とき 1即日同 j 
j催山す ¥0ところ河之内問屋悦べくパス便をご利用)
期間中は、絵画、書道、写真、手芸、陶芸、生 l 下さい。
j花、盆栽などの作品展示会が行なわれるほか、8日 j※営業所発・ 9時・ 1附 O分 j 
; 肱山』は…土
びび、に素人のど自慢大会、1叩0日(制日同)は映画会、芸能発(主な行事 { 

)表会、囲碁、将棋大会、句会、お茶会、パザ一な) 餅まきi、俳句会、おたのしみ抽選会、おにぎり ) 

( ど盛りだくさんの催し物を予定しております。， 無料サ-ビス、農産物即売等 { 

)多くの皆さんのお越しをお待ちしております。 )0主{催雀 } 

白猪の滝まつり実行委員会 l 

L一一~一一一一一一一一一ム一一一一一一一一一一一一一--一一一一一J
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、

住みよいふるさとつ、くりのためI~....

川
内
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

推
進
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
は
、

二
十
一
世
紀
の
川
内
町
を
築
く
た
め

の
住
民
活
動
や
住
民
の
学
習
活
動
を

支
援
し
、
町
の
将
来
を
背
負
う
人
づ

く
り
や
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
三
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
ま

す。
平
成
三
年
度
は
、
木
次
町
と
の
交

流
を
中
心
に
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
平
成
四
年
度
も
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
広
く
町
内
か
ら
募
集
し

ま
す
。事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
0

0
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

採
択
基
準
に
あ
て
は
ま
る
住
民
の

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
団
体
、
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
0

0
補
助
限
度
額

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
0

0
申
出
期
限

平
成
三
年
十
一
月
三
十
日

。
提
出
先
及
び
問
合
わ
せ

役
場
総
務
課
企
画
係

T
E
L
 六
六
|
二
二

内

線

二

八

有
線
二
一

川内町ふるさとづくり推進事業補助金の手続き

補助を希望される方 町

①計画書の提出 ② 事業採択、通知

③ 補助申請書提出〆/て ④ 審査、決定、通知

⑤一提出二三
⑥審査、補助額決定、通知

⑦補助金請求書提出 ③ 補助金交付

採
択
基
準

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ

の
事
業
が
、
地
域
に
根
づ
い
た
活
力

や
資
源
を
活
用
し
て
、
自
主
的
な
学

習
や
活
動
を
通
じ
て
の
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
潤
い
と
活
力
あ
る
川
内

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
思

わ
れ
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

一
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業

ハ
門
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

川
内
町
が
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
発
展
す
る
た
め
に
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
人
の
学
習

活
動
、
研
修
会
、
現
地
研
修
等

伺
産
業
育
成
振
興
事
業

生
産
活
動
の
向
上
、
経
営
の
安

定
化
、
就
業
の
促
進
等
が
図
ら
れ

る
次
の
よ
う
な
事
業

ィ
、
特
産
品
の
試
作
、
開
発
等
の

調
査
研
究

ロ
、
新
規
品
種
の
導
入
、
新
技
術

経
営
導
入
等

ハ
、
経
営
技
術
向
上
の
た
め
の
調

査
研
究
、
研
修
等

ニ
、
産
業
振
興
及
び
産
業
活
性
化

を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
事
業

6 



ホ
、
そ
の
他
、
町
長
が
特
に
必
要

と
認
め
る
産
業
振
興
事
業

同
郷
土
文
化
保
存
伝
承
事
業

ふ
る
さ
と
の
文
化
や
伝
統
行
事

等
を
保
存
、
伝
承
、
及
び
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る

行
事
な
ど
の
開
催
等

同
自
ら
行
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

地
域
、
団
体
等
(
概
ね
十
名
以

上
の
恒
常
的
な
組
織
等
。
)
の
創

意
と
工
夫
に
も
と
づ
く
自
主
的
な

諸
活
動
に
よ
る
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
と
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
等

回
ふ
る
さ
と
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
事
業

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト

ま
た
は
行
事
と
し
て
、
地
域
の
活

性
化
と
コ
ミ
ニ
ユ
テ
ィ
づ
く
り
に

寄
与
す
る
よ
う
な
行
事

同
地
域
間
交
流
事
業

新
し
い
時
代
の
潮
流
で
あ
る
国

際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、
そ
し

て
都
市
化
の
進
行
に
対
応
し
た
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
寄
与
す
る
地
域

聞
の
交
流
、
そ
し
て
、
姉
妹
町
の

き
ず
な
を
さ
ら
に
深
め
姉
妹
町
相

互
の
発
展
と
友
好
に
寄
与
す
る
交

流

ひ
と
こ
と

町
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
刀

木
次
町
交
流

和
田
丸
有
機
グ
ル
ー
プ

代

表

者

本

郷

茂

孝

さ

ん

側

ど
し
ど
し
利
用
を
刀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
研
修

上
砂

越
長四
日

俊
充
さ
ん
倒

-
・z

-. 

県の事業で行われた、若い農業経営者海外研; 和田丸有機グループは、低迷しつつある地域

修に 9月9日から21日までの13日間参加しまし(農業に活路を見い出すため、14年前から13戸の

た。視察したのは、ヨーロッパ(ドイツ ・オラ j農家が生協とタイアップして、有機野菜の栽培

ン夕、・スイス)コースで若者及び関係者総勢20:に積極的に取り組み確実にその成果をあげてお

;人が、各国の花き、野菜、酪農について研修を iります。全会員が研究熱心で、毎年研修会現地

:行い日本とは違った経営姿勢を学びました。:視察などを行い消費者のニーズに応えた作物に

特に、国全体が環境問題を考えた農業に取り:努力しております。

組んでいることに強く感動しました。 今年の視察は、町の姉妹町でありまた、同じ

今回の研修に、町の補助制度を利用させてい(く全国有機野菜農業技術実証調査事業の指定を t

ただいたことにお礼申し上げますとともに、町!受けている木次町とのすばらしい研修交流を行;

内の若い方々にどしどし利用していただき、見)いました。この交流に、今年度から町が実施し ;

!聞を広めていただきたいと思います。研修の報(ている「ふるさとづくり推進事業」の補助金を;

:告は、またの機会にさせていただきます。利用させていただき、例年以上に有意義な研修:

!ができたことに参加者一同喜んでおります。

町内の各グループ、サークル活動をされてい

る皆さん、これからの町づくりの起爆剤にこの i

制度を活用しようではありませんか。

野
鳥
の
H

密
猟
H

を
防
ぐ

か
す
み
網
を

か
全
面
禁
止
“

「捕
獲
」
に
加
え
「
所
持
」
「
販
売
」

「
は
ん
ぷ
」
も

違
法
な
野
鳥
の
捕
獲
を
な
く
す
た

一
め
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
九
月
十
五

一
日
か
ら
は
、
か
す
み
網
の
使
用
だ
け

一
で
な
く
、
鳥
獣
の
捕
獲
を
目
的
と
し

一
た
所
持
、
販
売
や
、
は
ん
ぷ
も
禁
止

白
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

ー

松
山
地
方
局
林
業
課

T
E
L
四
一
一
一
一
一

(
内
線
二
三
七
)
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…
時
間
報
一
刑
事
諮
問
諮
問
問
諮
問
啓
粧
品

人
権
作
文

不
思
議
な
じ
ゅ
も
ん

西
谷
小
学
校
五
年

中
西
貴
子

雨
あ
が
り
、
地
面
の
水
た
ま
り
が

光
っ
て
い
る
朝
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
っ
す
る
わ
た

し
達
の
元
気
な
声
が
、
今
日
も
あ
た

り
一
面
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の
班
は
、
近
所
の
お
じ
さ

ん
や
お
ば
さ
ん
に
、
よ
く
あ
い
さ
つ

が
で
き
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
だ
れ
に
で
も
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
た
し
も

一
年
生
の
こ
ろ
は
、
全
く
あ
い
さ
つ

が
で
き
な
い
女
の
子
で
し
た
。
上
級

生
の
人
は
、
会
う
人
、
会
う
人
に
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る

の
に
、
わ
た
し
だ
け
は
、
班
長
さ
ん

の
か
や
け
に
か
く
れ
て
、
下
を
向
い
て

だ
ま
っ
た
ま
ま
通
り
す
ぎ
て
行
き
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
こ
ろ
の
わ

た
し
は
す
ご
い
は
ず
か
し
が
り
屋

で
、
出
会
う
人
の
顔
す
ら
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま

た
、
時
々
、
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
時
は
必
ず
口
が
言
う
こ
と
を
聞

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
自
分
を
変
え
て
く
れ
た
の

は
、
同
じ
班
に
い
た
、
六
年
生
の
お

兄
さ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
い
つ
も

の
よ
う
に
班
の
中
で
た
だ
一
人
、
下

を
む
い
て
だ
ま
り
こ
ん
で
い
る
わ
た

し
を
見
つ
け
た
お
兄
さ
ん
は
、
「
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、
と
て
も
気
持
ち

が
良
く
な
る
よ
。
そ
れ
に
、
あ
い
さ

つ
を
す
る
と
、
相
手
の
人
も
笑
顔
で

返
事
を
し
て
く
れ
る
よ
。
」
と
や
さ

し
く
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
「
本
当
に
そ
う
な
の
か
な
あ
。
」

と
思
い
な
が
ら
も
、
あ
い
さ
つ
を
す

る
自
信
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
次
に
出
会
っ
た
お
じ

さ
ん
に
思
い
き
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し

て
み
ま
し
た
。
そ
の
お
じ
さ
ん
は
、

畑
に
出
て
い
て
い
そ
が
し
そ
う
に
お

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
お
は

よ
う
。
み
ん
な
元
気
だ
ね
。
」
と
に

こ
つ
と
笑
顔
で
返
事
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
兄
さ
ん
の
言
っ
た
通
り
で

し
た
。
一
年
生
の
わ
た
し
は
、
う
れ

し
く
っ
て
、
う
れ
し
く
っ
て
た
ま
ら

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
結
局
そ
の

日
は
、
出
会
っ
た
人
み
ん
な
に
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
で

す
。
わ
た
し
が
だ
れ
に
で
も
あ
い
さ

つ
が
で
き
だ
し
た
の
は
。

今
で
は
、
わ
た
し
も
五
年
生
。
学

校
の
行
き
帰
り
に
は
、
一
日
も
欠
か

さ
ず
あ
い
さ
つ
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
時
に
は
、
声
に
出
せ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
は
、
笑

顔
で
え
し
ゃ
く
を
す
る
よ
う
に
こ
こ

ろ
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で

は
、
販
売
委
員
の
当
番
の
日
に
は
、

か
ぎ
を
取
り
に
し
ょ
く
員
室
に
入
り

ま
す
。
入
る
時
に
は
、
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
中
に
い
る
先
生
方
か
ら
、

司w

. 

「
お
は
よ
う
。
お
は
よ
う
。
」
と
あ

い
さ
つ
が
返
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

時
、
わ
た
し
は
、
と
び
上
が
る
く
ら

い
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
本
当
に
気

持
ち
の
良
い
、
一
日
の
始
ま
り
に
な

り
ま
す
。

わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ

と
い
う
の
は
、
人
と
人
と
の
心
を
自

然
に
結
び
つ
け
て
し
ま
う
不
思
議
な

じ
ゅ
も
ん
の
よ
う
だ
と
。
楽
し
い
時

も
、
悲
し
い
時
も
、
お
こ
っ
て
い
る

時
も
、
こ
の
じ
ゅ
も
ん
で
心
を
結
べ

ば
、
み
ん
な
笑
顔
で
生
き
て
い
け
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

じ
ゅ
も
ん
は
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る

か
ん
た
ん
な
じ
ゅ
も
ん
で
す
。
で

も
、
一
年
生
の
こ
ろ
の
わ
た
し
の
よ

う
に
は
ず
か
し
い
心
を
持
っ
て
い
た

り
、
自
分
の
こ
と
ば
っ
か
り
考
え
た

り
し
て
い
る
と
、
こ
の
じ
ゅ
も
ん
の

使
い
手
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
何
も
考

え
な
い
で
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
じ
ゅ
も
ん
の

本
当
の
使
い
手
に
な
れ
る
の
で
す
。

毎
日
、
毎
日
、
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
る
と
、
そ
の

一
言
で
、
わ
た
し
は

も
う
、
ど
こ
の
人
と
で
も
友
達
に
な

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
に

あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
と
、
自
然
と
み

ん
な
の
顔
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
み

ん
な
が
笑
顔
で
く
ら
せ
る
な
ん
て
、

な
ん
で
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
わ
た
し
も
、
六
年
生
の
お
兄
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
こ
の
じ
ゅ
も
ん
の

使
い
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
わ
た
し
が
お
兄

さ
ん
の
よ
う
に
、
こ
の
笑
顔
に
な
る

じ
ゅ
も
ん
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
教

え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

← 8 

高
齢
者
の
同
和
教
育

に
つ
い
て
の
意
識
調
査

教
育
委
員
会
事
務
局

今
年
七
月
十
日
、
白
寿
大
学
で
同

和
教
育
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

(
映
画
)
「
部
落
差
別
の
お
こ
り
」

三
巻
を
観
賞
し
た
あ
と
、
意
識
調
査

を
行
い
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
解
答
者

(三
十
三
名
)

一
、
部
落
差
別
を
初
め
て
知
っ
た
と

き
誰
か
ら
聞
き
ま
し
た
か
。

A
、

家

族

か

ら

二

十

人

B
、

友

人

か

ら

九

人

C
、
先
生
か
ら

O
人

D
、

そ

の

他

四

人

こ
の
結
果
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
祖
父
母
、
父
母
、
兄
弟
な
ど



家
族
か
ら
ま
ち
が
っ
た
言
い
伝
え

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
結
果
か
ら
家
庭
で
の
同
和
教
育

が
ど
れ
ほ
ど
大
切
で
あ
る
か
が
お

わ
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

二
、
初
め
て
知
っ
た
と
き
の
部
落
差

別
の
起
原
は
な
ん
で
す
か
。

A
、

人

種

起

原

八

人

B
、

職

業

起

原

七

人

c、
宗

教

起

原

十

二

人

D
、

歴

史

的

起

原

六

人

宗
教
起
原
、
人
種
起
原
、
職
業

起
原
の
あ
や
ま
っ
た
考
え
を
も
っ

て
い
た
人
が
八
十
三
%
も
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
家

庭
教
育
で
身
に
つ
い
た
こ
と
は
、

は
な
れ
に
く
い
と
い
う
結
果
が
出

て
お
り
ま
す
。

三、

部
落
差
別
は
現
在
あ
る
と
思
い

ま
す
か
。

A
、

あ

る

十

五

人

B
、

な

い

十

五

人

C
、
わ

か

ら

な

い

三

人

現
在
部
落
差
別
な
ど
、
も
う
な

い
と
言
わ
れ
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
実
際
調
査
を
し
て
み
る
と

四
十
五
%
の
人
が
現
存
し
て
い
る

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を

見
る
と
ま
だ
ま
だ
同
和
教
育
の
積

極
的
な
啓
発
活
動
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

園
、
同
和
教
育
地
区
別
懇
談
会
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

A
、

あ

る

二

十

二
人

B
、

な

い

九

人

C
、
参
加
し
た
く
な
い
二
人

六
十
七
%
の
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
残
り
三
十
一
二
%
の
人
に

は
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
部
落
差
別
は
、
こ
れ
か
ら
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
か

A
、

思

う

十

九

人

B
、

思

わ

な

い

。

七

人

c、
わ

か

ら

な

い

。

七

人

半
数
以
上
の
人
は
、
部
落
差
別

は
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
四
十
二
%
の
人
は
、
ま
だ
ま

だ
続
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
先
ご
ろ
行
い
ま
し
た

白
寿
大
学
で
の
意
識
調
査
の
結
果

で
す
。
行
政
の
責
任
で
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
同
和
問

題
、
お
年
寄
り
の
立
場
で
正
し
く

理
解
し
、
人
生
の
大
先
輩
と
し
て

若
い
世
代
の
先
導
者
と
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

っu
u
uuu川
1
1
1
1
1
バ
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
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話

そ

の

⑧

力

る

。

こ

れ

は

、

昔

重

税

に

耐

え

か

ね

一

目

l
'
r
v
，LEt---E

G

よ

四

日

や

が

ら

の

す

付

録
た
農
夫
が
、
直
訴
す
る
た
め
の
連
判
町

一

大

道

議

八

伽

羅

之

介

屋

敷

跡

記
状
の
よ
う
な
も
の
を
、
村
役
人
に
見
…

の

日

…

お

帳

塚

さ

ん

l
滑
川
海
上
物
語
浬
っ
か
つ
て
は
い
け
な
い
の
で
埋
め
た
も
一

…

倒

れ

な

か

っ

た

松

の

木

ぶ

の

げ

々

ら

れ

て

い

る

。

…

悟
れ
な
か
っ
た
松
の
木
一

四
イ
ボ
ト
リ
塚
か
ら
百
二
十
メ
l
ト
日
、
そ
っ
と
ぬ
け
出
し
、
逃
げ
帰
っ
た
。
パ
ス
終
点
の
駐
車
場
に

一
つ
の
不
明

一
ル
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
伊
予
鉄
パ
ス
そ
れ
以
来
雷
は
大
道
寺
家
へ
近
づ
い
思
議
な
話
が
残
っ
て
い
る
。
「
二
一
日
三
一

…
の
停
留
所
が
あ
り
、
そ
の
前
の
橋
を
た
ら
大
変
な
目
に
あ
う
と
い
う
の
で
、
晩
倒
れ
な
か
っ
た
松
」が
生
え
て
い
…

同
渡
っ
て
少
し
行
く
と
、
「大
道
寺
八
伽
大
道
寺
家
へ
は
決
し
て
落
ち
な
い
よ
う
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
こ
こ
に
山

…
羅
之
介
」
の
匡
敷
跡
が
あ
る
o

に
な
っ
た
一
一法
わ
れ
て
い
る
o

ず
い
分
大
き
な
松
の
木
が
あ
っ
て
、
一

…

昔

、

大

道

寺

八

伽

羅

之

介

と

い

う

お

帳

塚

さ

ん

村

の

人

は

「天
狗
の
と
ま
り
木
」だ

…

一
大
変
強
い
人
が
い
て
、
あ
る
時
、
雷
を
つ
滑
川
の
「か
い
も
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
松
は
次
第
一

げ

ぼ

く

ち

ょ

う

づ

か

一
か
ま
え
た
。
雷
は
大
道
寺
家
の
下
僕
と
に
、
「
お
帳
塚
さ
ん
」
と
い
わ
れ
る
塚
石
に
大
き
く
な
り
、
田
畑
の
日
陰
に
な
町

一
し
て
働
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雷
が
立
っ
て
い
る
。
か
な
り
大
き
な
塚
で
る
の
で
伐
る
話
に
な
っ
た
が
、
村
人
…

…
は
仕
方
な
く
奉
公
し
て
い
た
も
の
の
、
あ
り
、浅
く
彫
り
こ
ま
れ
た
文
字
の
感
の
中
に
は
伐
る
者
が
な
く
、
仙
世
山
↓
恥
恥
か
一

…
や
つ
ぱ
り
天
に
帰
り
た
く
な
り
、
あ
る
じ
で
は
、
人
の
墓
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
ら
伐
る
名
人
を
雇
つ
て
、
こ
の
木
を
…

…tEE
E
'
E
E
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婦
人
会
だ
よ
り

命
は
ひ
と
つ

平
成
三
年
の
交
通
事
故
統
計
を
見

る
と
、
日
本
で
の
一
年
間
の
死
者
は

一
て
二
二
七
人
も
い
ま
す
。
川
内

町
の
人
口
を
八

O
O人
も
上
回
る
尊

い
命
が
毎
年
失
わ
れ
て
い
る
の
で

す。
ま
た
川
内
で
の
事
故
は
八
八
件
、

毎
月
、
七
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い

る
事
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
ど
う
し
て
、
命
は
ひ
と
つ

な
の
に
:
・
。

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
九
月
二
十
四
日
に
、
国
道
十
一

号
線
土
谷
に
て
県
警
と
交
通
安
全
協

会
の
協
力
を
得
て
、
婦
人
会
の
役
員

で
交
通
茶
屋
を
聞
き
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人
に
、
交
通

安
全
の
チ
ラ
シ
と
、
婦
人
会
か
ら
は

「
命
は
ひ
と
つ
」
の
手
紙
を
そ
え
て

さ
さ
や
か
な
土
産
品
を
手
渡
し
、
「
お

気
を
付
け
て
・
:
。
」
と
声
を
掛
け
、

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

い
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
ま
し
た
。

交
通
茶
屋
で
は
一
時
停
止
を
し
た

時
、
声
を
掛
け
、
着
用
し
て
頂
き
ま

し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
安
全
運
転

を
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
必
要
条
件

で
す
。
ど
な
た
も
、
忘
れ
ず
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
と
痛
感
し
ま
し

た。
そ
の
日
、
と
て
も
残
念
に
思
え
た

事
は
、
国
道
端
の
ご
み
や
、
た
ば
こ

の
吸
が
ら
・
空
き
缶
の
多
い
事
で
し

た
。
こ
ん
な
に
と
驚
き
ま
し
た
。

二
、
三
年
後
に
は
、
川
内
町
に
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で

き
ま
す
。
そ
う
し
て
日
本
各
地
か
ら

大
勢
の
人
達
が
川
内
町
内
を
通
行
す

る
事
に
な
り
ま
す
。

自
然
美
あ
る
川
内
町
を
保
つ
た
め

に
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
た
い
も
の

で
す
。
そ
う
し
て
私
達
の
で
き
る
事

か
ら
実
行
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す。
例
え
ば
ご
主
人
の
車
に
も
、
息
子

さ
ん
や
娘
さ
ん
の
車
に
も
、
お
母
さ

ん
の
車
に
も
、
常
時
ゴ
ミ
袋
を
備
え

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ミ
は
家
庭

一9
/
幻
川
上
農
協
若
妻
会
と
農
協
婦
人

一
部
に
よ
る
米
消
費
拡
大
と
交
通
安
全
推

一
進
を
目
的
に
行
わ
れ
た
交
通
茶
屋

Jクメラ
レ1f(-}、
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に
持
ち
帰
っ
て
、
お
手
数
で
す
が
、

分
別
し
て
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
下
さ

い
。
一
人
一
人
の
小
さ
な
努
力
が
、

自
然
保
護
環
境
美
化
に
つ
な
が
り
ま

す。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
不
用
意

に
捨
て
た
空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
一
つ

で
、
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
転
倒

し
、
け
が
を
す
る
事
だ
つ
で
あ
り
ま

す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

思
い
や
り
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
だ
け
で
な
く
、

。
車
社
会
、
歩
く
あ
な
た
も
そ
の
一
人
。

の
標
語
の
よ
う
に
、
歩
い
て
い
る
時

も
自
転
車
の
時
も
、
安
全
に
ル

l
ル

を
守
っ
て
、
み
ん
な
で
命
を
大
切
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
水
に
(
そ
の

1
)
」
'
こ

ど
こ
の
家
庭
で
も
、
ご
く
当
た
り
一
一
)

前
に
使
用
し
て
い
る
食
用
油
を
大
三
一
以

じ
一
杯
、
何
気
な
く
流
し
に
捨
て
る
一
一
川

と
、
魚
が
住
め
る
よ
う
な
き
れ
い
ご
一
生

水
に
な
る
に
は
、
ふ
ろ
お
け
十
杯
分
二
年
川

(
約
三
ト
ン
)
の
水
が
必
要
だ
と
か
二

M
刈

・
:
。
大
変
で
す
。
皆
ん
な
で
ち
ょ
っ
~
判
舗

と
気
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
二
小
習

O
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
た
後
、
い
た
め

一
一
上
学

τ
川
験

物
に
使
う
な
ど
出
来
る
か
ぎ
り
使
二
日
体

い
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
二
/
る

O
流
し
に
捨
て
な
い
で
、
新
聞
紙
乙
一
叩
よ

ど
に
染
み
込
ま
せ
て
燃
え
る
ゴ
、
ミ
二
主
、

に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
二

1
明

。
食
器
な
ど
に
つ
い
た
油
は
、
紙
で

=
9
事

一
'
，
、
会

ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
お
う
。
一
-
陸
軍

A

h

・

婦
人
会
」
一

w
u

一
弘
山
岨

一
-
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一
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平成4年度

川上・東谷・西谷

幼稚園児募集

川
上
・
東
谷
・
西

谷
幼
稚
園
の
入
園
願

書
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
期

日
ま
で
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ

(
入
園
該
当
児
)

昭
和
六
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
三
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
四

歳
児昭
和
六
十
一
年

四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
二
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
五
歳
児

(
募
集
期
間
)

十
一
月
一
日
幽
か
ら
十
一
月
十

一
日
開
ま
で

(
申
込
方
法
)

各
小
学
校
児
童
を
通
じ
て
、
入

園
願
書
そ
の
他
関
係
書
類
を
該
当

児
の
い
る
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

募
集
期
間
内
に
各
幼
稚
園
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
入
園
通
知
・
保
育
時
間

な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

竹月f白から受付

幼
稚
園
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し
ま

す。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
幼
稚
園

へ。川
上
幼
稚
園

東
谷
幼
稚
園

西
谷
幼
稚
園

六
六
|
三
七
五
五

同
五
一
一
五
三

六
六
|
三
七

O
八

伺
二
五
三
二

六
六
|
二

O
八
八

伺
二
二

O
七

川内保育園

平成4年度

入園児募集

-. 

-. 

12月1日から受付

(
入
園
資
格
)

町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前
の
幼

児
で
母
親
が
職
業
を
持
っ
て
い
た
り
、

妊
娠
中
で
あ
る
か
出
産
後
間
も
な
い

場
合
、
疾
病
等
の
状
態
に
あ
る
同
居
の

親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
し
て
い
る

な
ど
の
た
め
家
庭
に
お
い
て
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
等
。
(
一
歳

半
以
上
)

(
申
し
込
み
方
法
)

十
二
月
一
日
か
ら
来
年
一
月
十
一

日
ま
で
の
聞
に
福
祉
課
へ
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
入
所
申
請
書
等
必
要
書

類
は
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

(
入
国
通
知
)

面
接
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

後
、
入
国
通
知
を
し
ま
す
。
(
保
育

料
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
通
知
し
ま

す
。
)
(
保
育
時
間
)

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)
た
だ
し
、
町

長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
は
、
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後

六
時
ま
で
あ
ず
か
り
ま
す
。
(
な
お
土

曜
日
は
午
後
一
時
ま
で
と
し
ま
す
。
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
ま
で
、

N
T
T

六
六
|
二
二
二
二

同
二
二
二
三

η
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新刊図書の

お知らせ

読
書
の
秋
が
ま
い
り
ま
し
た
。
十

月
二
十
七
日
よ
り
読
書
週
間
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
こ
の
秋
は
読
書
に
親
し

み
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

今
年
度
も
、
絵
本
・
児
童
図
書
を

含
め
て
、
三
百
九
十
冊
余
の
新
刊
書

が
は
い
り
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
松
風
の
家

宮
尾
登
美
子

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
燕
た
ち
五
木
寛
之

心
を
こ
め
て
家
族
の
時
間
木
村
治
美

あ
な
た
に
褒
め
ら
れ
た
く
て
高
倉
健

上

海

の

長

い

夜

鄭

念

‘

篠
原
成
子
訳

図
書
室
で
は
、
午
前
九
時
よ
り
午

後
四
時
半
ま
で
。
土
曜
日
は
、
午
前

九
時
よ
り
正
午
ま
で
。
日
曜
日

・
祝

日
も
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
半
ま

で
閲
覧
、
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
第
二
と
第
四
の
火
曜
日

は
図
書
整
理
の
た
め
休
室
で
す
。

な
お
、
次
の
方
々
よ
り
蔵
書
の
寄

贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高

須

賀

原

一

永

野

大

西

美

保

保

免

菅

野

竜

子

道

向

池

川

明

谷

和

田

丸

大

西

保

保

免

本

田

宗

一

下
之
町

近

藤

ス

ズ

子

西

組

和

田

義

雄

曲

里

酒

井

キ

ヨ

子

下

之

町

(
敬
称
略
)

q
U
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救
急
診
療

開
始
の
お
知
ら
せ

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

十
月
四
日
よ
り
救
急
告
示
病
院
と
な

り
ま
し
た
。
附
属
病
院
で
は
、
こ
れ

ま
で
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
病
院
か
ら

送
ら
れ
た
患
者
さ
ん
に
専
門
的
な
救

急
医
療
を
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

こ
れ
か
ら
は
、
第
三
次
の
救
急
医
療

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
地
域
の

開
業
医
あ
る
い
は
医
療
施
設
か
ら
の

紹
介
患
者
を
診
療
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
ま
た
東
温
消
防
署
の
救
急
車

に
収
容
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
特
に
高

度
な
医
療
が
必
要
な
患
者
さ
ん
は
、

附
属
病
院
で
対
応
い
た
し
ま
す
。
し

か
し
、
救
急
部
発
足
に
あ
た
り
、
担

当
の
医
師
は
三
名
、
専
用
の
病
床
は

二
床
の
み
で
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
受

入
れ
体
制
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
地

元
の
医
療
機
関
や
消
防
署
と
協
力
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る

救
急
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
温
か
い
白
で
応

援
を
し
て
下
さ
い
。

税
の
おはなし

台
風
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
か
た
ヘ

今
回
の
台
風
で
被
害
を
受
け
ら
れ

た
納
税
者
の
方
に
は
、
被
害
の
程
度

に
応
じ
て
所
得
税
な
ど
の
軽
減
が
次

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早
い
機

会
に
、
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
申
告
や
申
請
な
ど
の
延
期
:
:
:

被
害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
は
、
税

務
署
に
出
す
申
告
書
や
申
請
書
そ

の
ほ
か
届
出
な
ど
の
書
類
や
、
税

金
を
納
め
る
こ
と
が
期
限
内
に
で

き
な
い
場
合
に
は
、
二
か
月
ま
で

期
限
の
延
長
が
で
き
ま
す
。

。
災
害
減
免
と
雑
損
控
除
・
..... 

災
害
に
よ
り
「
住
宅
」
や
「
家
財
」

に
損
害
を
受
け
た
場
合
の
減
税
に

は
次
の
一
一
つ
の
方
法
が
あ
り
、
ど

ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

θ
雑
損
控
除
に
よ
る
場
合

災
害
に
よ
る
損
害
額
が
、
そ
の
年

の
所
得
総
額
の
十
分
の
一
を
超
え

る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
所
得
の
総
額
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
三
年
間
繰
り
越
し
て
控
除

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
予
定
納
税
額
の
あ
る
か
た

は
第
二
期
分
に
つ
い
て
減
額
申
請

が
で
き
ま
す
。

。
災
害
減
免
に
よ
る
場
合

こ
の
方
法
は
、
住
宅
や
家
財
が
半

分
以
上
の
損
害
を
う
け
、
し
か
も

そ
の
年
の
所
得
が
六
百
万
円
以
下

の
場
合
に
そ
の
年
の
所
得
税
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
免
除
ま
た
は

軽
減
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

-
所
得
総
額
が
三
百
万
円
以
下
の

場
合
・・
・
・
・
・
全
額
免
除

.
所
得
総
額
が
三
百
万
円
を
超

え
、
四
百
五
十
万
円
の
場
合
・
.

半
額
の
軽
減

e 

a 

-
所
得
総
額
が
四
百
五
十
万
円
を

超
え
、
六
百
万
円
以
下
の
場
合
:・

.
・
四
分
の
一
軽
減

。
事
業
用
資
産
の
損
害
が
あ
る
場
合

商
工
業
者
の
商
品
や
原
材
料
な
ど

の
た
な
卸
資
産
、
庖
舗
、
工
場
、

倉
庫
、
機
械
設
備
な
ど
に
う
け
た

損
害
額
は
事
業
所
得
を
計
算
す
る

場
合
に
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

八
〉
給
与
所
得
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
)

の
場
合
は
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶

予
や
今
年
に
な
っ
て
納
付
し
た
源

泉
所
得
税
額
の
還
付
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

八
〉
相
続
財
産
等
に
つ
い
て
災
害
を
う

け
た
場
合
に
は
、
相
続
税
等
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

。
納
税
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

θ
所
得
税
な
ど
の
国
税
は
、
納
税

者
の
申
請
書
で
納
税
の
猶
予
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

。
納
税
の
猶
予
は
、
納
税
の
期
限

を
延
ば
す
申
請
を
し
て
い
る
か
た

で
も
猶
予
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
延
長
し
て
い
る
期
限
の
翌

日
か
ら
納
税
の
猶
予
が
で
き
ま

す。

あれこれ

-14-

年
ご
存
じ
で
す
か
?

国
民
年
金
制
度

推
進
月
間

今
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月

間
」
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た

「
国
民
年
金
制
度
」
は
、
す
べ
て
の

国
民
に
共
通
の
年
金
を
支
給
す
る
と

い
う
「
基
礎
年
金
制
度
」
が
導
入
さ

れ
、
ま
た
平
成
三
年
四
月
か
ら
こ
れ

ま
で
任
意
加
入
だ
っ
た
学
生
も
、
二

十
歳
に
な
っ
た
ら
す
べ
て
国
民
年
金

に
当
然
加
入
と
な
る
よ
う
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

今
、
日
本
は
世
界
に
例
を
み
な
い

速
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。



同
不
用
犬
は
、
買
上
げ
を
し
て
お

り
ま
す
0

・
ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
健
康
セ

ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
下
さ
い
。

三
、
犬
の
習
性
な
ど
を
よ
く
理
解

し
、
適
正
な
飼
育
管
理
に
努
め
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
怠
い
よ
う
山

配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

付
根
気
と
愛
情
を
も
っ
て
、
よ
い

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

口
犬
小
屋
及
び
そ
の
周
辺
は
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
汚
物

「
フ
ン
」
等
で
道
路
、
公

園
な
ど
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
、
環
境
の
美
化
に

~ 

努
め
ま
し
ょ
う
。

四
、
犬
巳
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

付
犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
・

注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
下
さ

1ν 
同
門
戸
の
見
や
す
い
場
所
に
「
飼

い
犬
飼
育
管
理
の
証
」
(
犬
の
鑑

札
と

一
緒
に
渡
し
て
お
り
ま

す
。
)
を
掲
示
し
て
下
さ
い
。

玉
、
犬
の
登
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。
諸
外
国
で
は
、
狂
犬
病
ガ
発

生
し
て
い
ま
す
。

村
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、

毎
年

一
回
、
登
録
と
予
防
注
射

を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
、

受
け
て
い
な
い

方
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

犬
飼
い
の
七
訓

て

安

易
な
気
持
ち
で
飼
う
な
、
死

ぬ
ま
で
飼
う
覚
悟
を

二
、
運
動
、
散
歩
は
ヒ
モ
つ
き
で

三
、
「
フ
ン
」
の
始
末
は
飼
い
主
の

責
任

四
、
あ
な
た
に
は
愛
犬
で
も
、
他
人

に
は
邪
魔
も
の

五
、
可
愛
い
子
犬
も
、
末
に
は
猛
犬

六
、
安
易
な
同
情
、
犬
害
の
も
と

七
、
子
供
に
も
、
犬
の
正
し
い
飼
い

方
教
育
を

111月健康センターだより

1日(火) 母親学級(第1回) (センター)

2日(水) 結果報告会 (センター)

3日(木) 結果報告会 (センター)

4日(金) 結果報告会 (センター)

11 こころの健康相談 (センター)

8日(火) 母親学級(第2回) (センター)

JJ 結果報告会 (センター)

9日(水) 結果報告会 (センター)

11 健康教育 (センター)

11日(金) 結果報告会 (センター)

16日(水) ポリオワクチン』匝用 (センター)

21日(月) ヘルス事業 (奥松瀬川公民館)

22日(火) 母親学級(第3回) (センター)

11 栄養学級(第5回) (センター)

24日(木) 1歳半健康診査 (センター)

H 新三種混合予防接種 (センター)

25日 (金) 育児学級 (センター)

26日(土) 男のための料理教室

30日(水) 三種混合予防接種 (センター)

31日 (木) ファミリー健康相談(北方公民館)

毎月曜日 不用犬買い上げ (センター)

毎水曜日 健康相談・栄養相談 (センター)

母子手帳交付・妊婦健康相談

(センター)

機能回復訓練事業 (ガリラヤ荘)

当番医

6日(日) 渡部内科(南梅本町) 75-2232 

10日(木) 国立療養所愛媛病院(横河原)64-2411 

13日(日) 上岡小児科(北梅本町) 76-8000 

20日(日) 八木耳鼻咽喉科皮フ科(牛測)64-5400 

27日(目) 十全医療学院付属病院(南方)66-5011 

戸

籍

(
八
月
分
受
付

敬
称
略
)

の

窓

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮 横 }II 《窓 中 手口 ⑪ 板 住
内
て才

之 田 3目2二
ン
シ

東 灘
ヨ
=Et コ 町 丸 田 戸 所ン

長 {山 倉 藤 田 長 菅 佐 保

山 i皮 国 回 中 山 野 賀
護

成 車買 明 良 宏 敏 林 栄

宏 男 彦 言己 孝 11- 次 次 者

長 長 長 長 長 続

男 女 女 女 女 男 女 女 柄

隼 ま 麗 官、 直 夏 し 名

菜り
舞 お

人 z冴x、z 美 続T美 り 前

3 3 3 3 3 3 3 3 生. 
年

8 8 8 8 8 8 7 7 
. . . . 月

24 13 13 7 7 5 30 26 日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ガ ガ 宮 徳 ガY ガ子 住
リ リ リ
ブ フ フ フ

ヤ ヤ ヤ ヤ

荘 荘 東 =仁tコ 荘 荘 所

森 田 松 大 中 高 氏
田 本 本 野 村 須

賀

セ 繁 イ 繁 タ ス
セ 守ア 、、、

、ソ 美 ノ 美 ヲ 3こ 名

98 85 84 58 88 83 
年
齢

森 田 松 大
村中
高 世

田 本
本イ 野 須

タ 賀 帯
セ 繁 セ 繁 守ア

ツ 美 ノ 美 ヲ 磐 主

3 3 3 3 3 3 死. 亡
8 8 8 8 8 8 年. 月
29 21 23 10 6 2 日
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夜
学
生
に
防
犯
灯
の
影
さ
み
し

池

川

水

穂

陪
臭
の
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
や
夜
学
生

小

倉

静

波

志
望
校
胸
に
秘
め
た
る
夜
学
か
な

高
須
賀
清
江

山
寺
に
人
の
住
む
ら
し
干
し
あ
ず
き

田

中

乃

武

還
麿
を
迎
へ
て
夜
学
卒
業
す
中

川

蛍

舟

屋
根
越
ゆ
る
百
の
羽
音
や
稲
雀

高
須
賀
茅
花

稲
雀
降
り
立
つ
峡
の
み
の
り
か
な

渡

部

那

美

山
鳩
の
四
五
羽
来
て
を
り
小
豆
引
く

大

西

律

子

小
豆
椀
ぐ
白
は
い
よ
い
よ
小
さ
く
な

り

池

川

蝿

益

。

ふ

し

く

れ

た

指

ヘ

元

気

を

感

謝

す

る

無

責

任

下

手

で

い

い

か

ら

や

れ

と

言

「
川

相
I
l
l
1
1
1」
紫

芳

ふ

十

歩

「
九
月
例
会
も
ず
く
吟
社
」
鳴
き
声
に
下
手
も
居
る
よ
な
秋
の
虫
極
道
の
末
は
短
い
指
を
持
ち

喜

撰

亭

一

下
手
な
字
で
礼
状
書
け
ず
又
電
話
美
登
利

指
で
丸
サ
イ
ン
に
笑
顔
添
え
て
出
し

艶

女

玉
の
汗
流
れ
る
ま
ま
の
男
達
佐
久
良
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t 
昼
の
顔
夜
の
顔
あ
り
夜
学
生

熊
田
塵
一

老
生
の
鈍
根
光
る
夜
学
か
な

宮

内

竹

仙

法
師
館
遠
き
が
鳴
け
ば
近
き
木
も

大

山

桁

秋

校
門
へ
夜
学
の
バ
イ
ク
あ
わ
芝
、
だ
し

高

瀬

照

幸

浪
人
の
褐
子
の
札
み
や
夜
学
の
灯

楠

治

子

稲
雀
酒
と
な
り
つ
つ
沈
み
け
り

戒

能

芙

沙

口
ず
さ
む
小
学
唱
叡
花
野
ガ
な

近

藤

乙

鳥

下
手
で
よ
し
面
白
く
見
る
素
人
芸
胡

舟

か
き
氷
指
で
押
さ
え
て
盛
っ
て
い
き

深

用

目
玉
高
田
や
っ
ぱ
り
釘
ら
れ
だ
顔
巳

合

い

ひ

ろ

志

ι 

十
月
例
会
ご
案
内

十
月
五
日

(土
)
午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

題

①

母

②

幸

せ

③

薬

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

裳

炊
き
込
み
ご
飯
は
、
季
節
感
あ

ふ
れ
る
8

料
理
。
で
す
。
ツ
ク
シ
や

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
、
四
季
の
彩
り
が

ご
飯
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の

l
|

特
に
季
節
の
食
べ
物
が
豊
富
な
秋

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旬
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

圃

秋
と
い
え
ば
マ
ツ
タ
ケ
で
舗

す
。
マ
ツ
タ
ケ
は
炊
き
込
み
河
圃

ご
飯
の
，
王
者
。
で
す
が
、
融

ほ
か
に
も
シ
メ
ジ
や
マ
イ
タ
盛

ケ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ノ
古
E

コ
ご
飯
が
楽
し
め
ま
す
。
菓

臓

や
芋
吋
ギ
ン
ナ
ン
な
ど
を
入
国

れ
て
も
い
い
で
す
ね
。

い
ま
は
ご
ち
そ
う
と
な
っ
た
炊

き
込
み
ご
飯
で
す
が
、
清
一
し
米
が

貴
重
だ
っ
た
時
代
は
「
様
飯
」
と

い
い
ま
し
た
。
様
と
は
、
「
足
し
前

の
食
べ
物
」
と
か
「
雑
炊
」
と
い

う
意
味
で
、
米
に
何
か
を
混
ぜ
て

-
か
さ
を
増
や
し
た
。
苦
肉
の
料
理
。

だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
干
し
芋
や
大
根
の

葉
の
干
し
た
も
の
、
ア
ワ
や
ヒ
工
、

山
菜
な
ど
の
雑
穀
も
、
米
に
混
ぜ

• て
炊
き
込
ん
だ
り
し
ま
す
。

こ
れ
ら
も
、
い
ま
で
は
健
康
食

品
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
炊
き
込
み
ご
飯
の
な
か
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
具
を
入
れ
た
五
目
飯

は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
の

で
、
家
庭
料
理
の
お
勧
め
メ
ニ
ュ

ー
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
食
事
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
で
す
が
、
最
近
の
日
本
人
の

食
事
は
、
魚
や
海
藻
な
ど
の
水
産

.
物
の
割
合
が
減
っ
て
き
て
い

.

ま

す

。
十
月
は
「
魚
食
普
及

.
月
間
」
で
す
。
秋
か
ら
冬
に

圃
か
け
て
は
、
魚
の
お
い
し
い

.

季

節

1
1
l成
人
病
な
ど
を
予

.
防
し
、
健
康
を
保
持

・
増
進

・
さ
せ
る
食
品
と
し
て
見
直
さ

.
れ
て
い
る
魚
介
類
に
、
も
っ

と
親
し
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
ね
。
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